
「つながりあえる場」をつくるオンライン授業

　いま、急激に学校でのオンライン授業について、各校での模索が始
まっています。どうしたらいいのかと悩む人も多いことと思います。
本書は、オンライン授業を試行錯誤しながらも必死に取り組んでいる
現場の先生たちから生まれた本です。
　私は今年４月８日、子どもたちとはじめてメッセージのやりとりに
基づくオンライン授業をしました。
　授業開始前は、久しぶりに子どもたちと授業を行えるというワク
ワク感でいっぱいでした。しかし、「文字」だけの双方向の授業では、
子どもたちの反応や様子がわかりません。それでも授業後、子どもた
ちの振り返りを読んでいると、「とても楽しかった」「教室にいるよう
な感じだった」とプラスな意見が多数を占めました。
　そこから試行錯誤の日々があり、４月下旬、はじめてZoomで子
どもたちの顔や声が見えるかたちでつながったときは、嬉しさに思わ
ず泣きそうになりました。子どもたちの喜びも強く、つながることの
意味をさらに強く感じました。
　いま子どもたちはつながりあうことを求めています。本書では、は
じめてオンライン授業を行う先生のために、参考になる実践事例を集
めました。私が参考にした実践事例を行っていた先生方に、２章のご
執筆をお願いしました。どの先生方も日々試行錯誤されています。
　これからオンライン授業を始めようとする方々、これからの新たな
授業を考える方々の一助になれば幸いです。　

　　2020年５月
京都教育大学附属桃山小学校

樋口万太郎
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オンライン授業、いつやるの？　いまでしょ

　新型コロナウイルス感染症の拡大により、学校の休業が長引いてい
て、多くの保護者が、オンライン授業に期待を寄せています。
　しかし、なかなかオンライン授業に踏み出せない学校もあります。
なぜでしょうか。
　ICT 環境が整っていない家庭の子どもたちがかわいそうだ、先生が
オンライン授業をやったことがない、負担が大きいから、そのうち学
校が再開されるからいまはなんとかプリント教材でつなぐことにしよ
う。そんなところでしょうか。
　いまは総理大臣が緊急事態宣言を出すような状況です。このような
ことはあまり経験がないはずです。子どもたちにとってはじめての出
来事で、不安をたくさん抱えていることでしょう。そんな子どもたち
のそばにいる保護者は、学校に期待しているはずです。マスメディアも、
なぜオンライン授業が進まないのかという観点で報道し始めています。
　できない理由を並べるのではなく、いまはまず挑戦してみませんか。
日頃からスマートフォンを使っている先生なら、オンライン授業はで
きないことではありません。やってみると案外楽しいものです。何よ
り、子どもたちの笑顔を見ることができるのですから。
　この本は、そうやってオンライン授業に取り組み始めた先達の取り
急ぎの実践を集めた「オンライン授業のはじめの一歩」を記した本で
す。２週間でこれらの原稿を書いてくれた執筆陣と、それを見事に整
理してくれた学陽書房の山本聡子さんに心より感謝申し上げます。

　　2020年５月
東北大学大学院情報科学研究科教授

堀田龍也
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●子どもたちはつながりたがっている

　新型コロナウイルス感染症の大流行という非常事態を迎えました。
この事態を誰が予想できたでしょうか。
　2020 年 3 月 2日から、多くの学校は臨時休業となりました。4
月には新型コロナウイルス感染症はさらに広がり、4月 7日には、地
域を限定した上での緊急事態宣言が発出されました。4月16日には、
地域限定が外され、全国を対象とすることになり、これに伴い多くの
学校の休業が延長されました。まさに長期化の様相を呈しています。
　学校の休業がこれだけ長引くと、さすがに子どもも保護者も不安が
募ります。保護者の多くは、学力保障を心配しています。ニュースで
も学校の休業が連日取り上げられるようになりました。文部科学省や
教育委員会など、行政の責任を追及する動きもあります。
　でも子どもたちにとっては、もっと深刻です。卒業式も修了式もで
きなかった学校があります。新年度になったのに入学式も始業式もで
きなかった学校もあります。担任の先生や同じクラスにはどんな友だ
ちがいるのかなどについて、よく知るチャンスが得られない子どもも
います。きっと不安でしょう。帰属意識に大きな課題が生じています。
　そう、子どもたちはつながりたがっているのです。オンライン授業
を行う最大の理由はここにあります。

学校休業中でも
子どもの学びを
保障したい
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●文部科学省もオンライン授業を推奨している

　緊急事態宣言発出後の 4月 10日、文部科学省は「新型コロナウイ
ルス感染症対策のための臨時休業等に伴い学校に登校できない児童生
徒の学習指導について」という通知を発出しました。
　この通知には、「家庭が保有するスマートフォンやパソコン、タブレッ
ト端末等の利用も考えられる」とし、同時に文部科学省のホームペー
ジに「子どもの学び応援サイト」という教材リンク集を作成しました。
　同通知には、さらに「各家庭において ICT 端末や通信環境の活用が
困難な場合は、家庭学習用のプリント等を配付するなどの代替措置を
行うこと」と書かれていました。つまり、国はオンライン授業を優先
しており、難しい場合にプリント教材と考えているということです。

●教科書とプリントだけでは学びを保障できない

　学力保障は喫緊の課題となりました。先生たちはプリント教材の印
刷に追われています。自身も感染の可能性があるのに、子どもたちの
家を回りポスティングをしています。子どもたちは、自宅で、教科書
とプリントで学んでいます。
　しかし、そもそも教科書は、教師がいて対面で授業することを前提
として設計されています。子どもたちが教科書をただ読むだけでは、
十分な学習は成立しません。
　そこでプリントを配付することになるわけですが、通常の授業では
既習事項の定着等の場面で多くプリント教材を用いてきたことからわ
かるように、授業が成立した後にこそプリントが有効に機能します。
現在は授業ができないのですから、プリントも十分に機能しません。
　そもそも、どさっとプリントの束が届けられたとき、子どもたちの
モチベーションが上がるとは思えません。
　だからオンライン授業の出番なのです。
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　使用するアプリ＆使用する機能　
アプリ：Zoom
機能：オンラインでのミーティング

●コミュニケーションのチャンネルをつくろう！

　休校にあたってまず課題として考えられるのは、「子どもたちとの
つながり」を保つチャンネルがいまの学校現場には驚くほど少ないこ
とです。教師と子どもたちとのつながり、さらには、子どもたち同士
の学級としてのつながりは、学校に来ることによって成立するもので
あったことは論を待たないでしょう（図 1）。
　様々な学校が独自でコミュニケーションのチャンネルをつくろうと

している中、直接家
庭訪問をするという
方法は、継続的に行
えない点や教師の負
担が高すぎる点、ウ
イルスを持ち運んで
しまっているのでは
ないかという懸念が
ある点などにおいて

実践1  Zoomによる
朝の会の実践

タイプ1　子どもとのつながりをつくる

図 1  コミュニケーション手段の喪失
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課題があります。また新年度となり、異動された先生も多い中で、土
地勘もない状態の先生がうろうろと町内を歩き回ることや、見知らぬ
人がいきなり担任として家に訪ねてくることがあるという状況では、
かえって混乱を招く恐れもあるでしょう。
　これらの問題の解決やスムーズな新年度への移行、担任とのコミュ
ニケーション、子どもたち同士のコミュニケーションを図る手段とし
て、Zoomを活用した朝の会を計画し、実践しました。

●こんなふうに実践しました！

　最初は、実践をするための高いハードルが存在します。それは、「学
校全体として取り組む」ことに対するハードルです。
　今回、私の学校でも、全家庭に朝の会が行える端末やWi-Fi 環境
があるかどうか、調査を行うべきだという声も少なからずありました。
しかしながら、校長による速やかな意志決定があり、まずはできる家
庭から試行的に進める、それと並行して環境の問題について対応して
いくという基本方針が、4月 2日の段階で確立していました。
　新しいことに取り組む苦手意識があったとしても、有用性さえわ
かってくれれば取り組んでくれる方ばかりだと、同僚のみなさんをあ
る意味では信頼をしていたので、全校として取り組むためにどうやっ
て有用性を伝えていくのかに重点を置き、提案を行いました。
　職員への提案　

　職員への提案では、まずZoomをとにかく体験してもらうことに
主眼を置き、私がホストをする会議に参加していただきました。その
時有用だったのは、Zoomのギャラリービューです（次頁、図 2）。
　Zoomでは、参加者を一望できる表示方法があり、パソコンにも
よりますが、25人、50人の参加者を同時に表示することが可能です。
　この画面において、それぞれの様子を動画で見ることができるのは、
まさにオンライン朝の会といった様相で、先生方にも好評でした。
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体験会の後、これがそのまま児童と行えることを知らせ、まずは学年
全体としての朝の会を行い、徐々にクラスとして取り組んでいくよう
にしたらどうか、といった提案をしました、併せてZoomの操作マ
ニュアルも作成して配付しました。さらに、それぞれのクラス担任に
対して無料アカウントを作成し、IDとパスワードを配付しました。
　次に、学校全体として取り組むためのルール設定を行いました。学
校のインターネット回線の容量は同時に３クラスまでが限界なので、
学年毎に 30分ずつずらして朝の会の時間を設定することや、実施は
毎日でなくてもよい（試行のため）こと等を確認しました。
　また、最低限の操作について共通理解をしました。特に、「すべて
ミュートにする」ことは非常に大事で、子ども全員の音声が入っている
状態だと、こちらの声の大きさが小さくなってしまい、声を張り上げ
ても届かなくなることについては、しっかりと共通理解を図りました。
　実践の実際　

　前日までにメール配信によってZoomのURL を保護者に周知し、
実践を行いました。「はじめのうちは試行でもあるし、あまり利用さ
れないだろう…」と踏んでいたのですが、8 割以上の児童が参加する
朝の会となっています。

図 2　Zoom のギャラリービュー
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ある日の朝の会では、以下のように進めました。
　①　あいさつ
　②　グループに分かれて、昨日の話と今日の予定を話す
　③　グループの代表一人が全体で発表する
　④　歴史人物クイズをする
　⑤　漢字ドリルの進捗を確認する
　⑥　じゃんけんタイム
　①のあいさつでは、前回の朝の会について簡単に紹介することでイ
ンフォメーションギャップを減らすようにしました。
　②のグループに分かれての話し合いでは、ブレイクアウトルームの
機能を利用して 4人程度のグループに分け、自由に話してもらいま
した。その際、③を行うための発表者を事前に指名し、終わった後に
そのグループの話の内容を発表してもらいました。
　④と⑤については、簡単なクイズや確認を行うことで、家庭学習を
スムーズにスタートできるようにと計画しました。たとえば、「誰で
しょうクイズ」などをして楽しみました。その時、紙と鉛筆があると、
クイズ番組のように答えを見せ合うことができて便利でした。
　最後はじゃんけん。これが一番盛り上がります。締めくくるのにも
ちょうどよいので、最後のじゃんけんはおすすめです。
　実践を通してまず感じたことは、子どもたちの素敵な笑顔が見られ
たことです。そして、子どもたちもつながりあう場を必要としていた
ことが、はっきりとわかったことです。今回の休校は、長いトンネル
のように暗く、出口が見えないものです。それでもこの朝の会は「一緒
に歩んでいる仲間や先生という存在がいる」ということ、そしてその心
強さを子どもたちに実感させてくれたことでしょう。私以外の先生方
にも好評で、いまではこの朝の会は、先生方にとってもなくてはなら
ないものとなっています。みなさんもぜひ挑戦してみてください！

（鈴谷大輔）
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